
報
告
に
関
す
る
主
な
質
疑

議会報告会を開催しました

問  

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
お
い
て

Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
の
整
備
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

の
持
ち
出
し
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て

伺
う
。

答  

小
・
中
学
校
に
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
を
整
備
し
、

全
児
童
、
生
徒
と
教
員
用
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
５
年
間
リ
ー
ス
す
る
。
学
校
で
の
使
用

が
基
本
だ
が
、
家
庭
に
持
ち
帰
る
こ
と
は
将

来
考
え
ら
れ
る
の
で
、
各
家
庭
の
通
信
環
境

の
調
査
を
行
う
予
定
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
つ

い
て
も
万
全
を
期
す
よ
う
検
討
し
て
い
る
。

問  

小
瀬
川
の
遊
歩
道
は
豪
雨
の
時
に
流

れ
を
制
限
す
る
の
で
は

答  

こ
の
遊
歩
道
は
国
交
省
の
管
理
で
、
洪

水
対
策
を
考
慮
し
た
う
え
で
設
計
さ
れ
て
い

る
。問  

河
川
の
浚
渫
の
予
定
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
伺
う
。

答  

市
内
の
河
川
で
あ
る
、
恵
川
・
大
膳
川
・

新
町
川
・
大
谷
川
な
ど
は
、
今
年
度
か
ら
渇

水
期
に
順
次
、
浚
渫
工
事
を
行
っ
て
い
く
。

問  

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
民
間
委
託

で
、
行
政
と
の
役
割
分
担
に
よ
り
、
何
が

よ
く
な
る
の
か
。

答  

施
設
管
理
維
持
等
は
行
政
で
行
い
、
労

務
管
理
を
含
め
た
運
営
業
務
全
般
を
民
間
で

行
う
こ
と
に
よ
り
効
率
的
な
業
務
に
な
る
と

考
え
て
い
る
。

問  

新
町
ポ
ン
プ
場
は
計
画
を
立
て
て
40

～
50
年
も
た
っ
て
い
る
、ど
う
な
る
の
か
。

答  

今
年
度
、
国
と
協
議
す
る
た
め
の
予
算

が
つ
い
た
た
め
、
少
し
で
も
前
に
進
め
る
よ

う
取
り
組
む
。

問  

小
方
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
は
今
後
ど
う
な

る
の
か
。

答  

歩
行
者
用
の
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
を
抜
く
こ

と
は
検
討
し
て
み
た
い
と
の
こ
と
。

問  

大
竹
栗
谷
線
の
バ
ス
料
金
は
高
齢
者

福
祉
の
面
か
ら
す
る
と
、
高
す
ぎ
る
。
デ

マ
ン
ド
交
通
と
合
わ
せ
て
検
討
し
て
も
ら

え
れ
ば
。

答  

こ
の
件
に
関
し
て
は
、
地
域
公
共
交
通

活
性
化
協
議
会
で
協
議
し
て
い
る
、
皆
さ
ん

の
声
が
届
き
、
使
い
や
す
い
よ
う
ア
プ
ロ
ー

チ
し
て
い
き
た
い
。

問  

大
き
な
範
囲
の
避
難
指
示
が
出
た
と

き
、
全
員
避
難
で
き
る
の
か
。

答  

避
難
所
に
全
員
は
避
難
で
き
な
い
。
自

宅
の
２
階
に
避
難
す
る
垂
直
避
難
な
ど
も
あ

る
の
で
そ
の
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

　
令
和
2
年
7
月
27
日
、
8
月
1
日
の
2
日
間
、
市
内
6

会
場
（
お
が
た
ピ
ア
・
エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
お
お
た
け
・
サ
ン

ト
ピ
ア
大
竹
・
木
野
集
会
所
・
松
ケ
原
集
会
所
・
農
林
振

興
セ
ン
タ
ー
（
栗
谷
））
で
、
令
和
2
年
議
会
報
告
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
の
べ
89
人
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
議
会
に
関
す
る

様
々
な
ご
意
見
、
ご
感
想
等
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
各
会
場
の
配
布
資
料
・
報
告
書
や
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
大

竹
市
（
市
議
会
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

報告会の内容
○議会報告　・常任委員会からの報告事項
　　　　　　・質疑応答
○意見交換　・放課後児童クラブの民間委託について
　　　　　　　（全会場共通テーマ）
　　　　　　・会場ごとのテーマ

各班の様子（左からA班、B班、C班）
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　議会報告会の目的は、大竹市議会としての議会活動に関する情報を積極的に公開するととも
に、市民の皆さまのご意見やお考えを把握し、今後の議会活動や市政運営に反映させるための
ものです。
　市民の皆さまからいただいた貴重な生の声は、議会に対する意見・要望については議会内で
検討し、その他は執行部に報告させていただきます。
　今後も、皆さまのご意見を生かし、より良い報告会、意見を聴く会にしてまいります。

ご意見・ご感想（抜粋）
目的等は理解できるが、この説明のみでは判断は難しい。
意見がガス抜きに終わらないようにしてほしい。
出席して良かった。知らないこともわかった。
意見を言っても既に決まっているのではむなしい。
丁寧に答えようと努力されていましたが、時間の浪費だった回答もあるように思えました。
もう少し意見交換時間がほしかった。
大変意見もでて良かった。意見も参考にして今後もご検討ください。
内容 (意見 ) の濃い報告会であった。
地図や資料が分かりにくかった。
質問されて分からないことは「わからない」と返事していいのでは。
意見交換の時間が短い。
意見は重視して、実際に生かして実現させてほしい。
市民の意見に対してどのような解決策を用意しているのか、というのを伝える手段も考えたらよい
と思いました。

アンケート結果 （回収数８２枚）

常任委員会からの
報告事項について

①わかりやす
かった
34%

①わかりやす
かった
32%

①わかりやす
かった
45%

①ちょうど
よかった

52%
②どちらとも言えない

43%
②どちらとも言えない

44%
②どちらとも

言えない
26%

②報告事項の
時間が長い

11%

③わかりにくかった
18%

③わかりにく
かった
13%

③わかりにく
かった
12%

③意見交換の
時間が長い

9%

未記入 2% 未記入 5%
未記入 6%

未記入
11%

④その他 3% ④その他 6% ④その他
6%

④その他
22%

共通の意見交換テーマ
（放課後児童クラブの民間委託）

について

地域別の意見交換
について

全体の時間配分
について
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